
白
人
の
４６
歳
男
拘
束
トランプ氏が
蓋

へ
関
連
記
事
国
際
面
〉

　

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
吉
池
亮
、
ワ
シ

ン
ト
ン
＝
黒
見
周
平
】
米
東
部
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
２７
日
午

前
（
日
本
時
間
同
日
夜
）
、
白
人
の
男

が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ
ヤ
教
礼
拝
所
）

で
自
動
小
銃
な
ど
を
乱
射
し
た
。
連
邦

捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
工
）
な
ど
の
発
表
で
は
、

１１
人
が
死
亡
し
、
少
な
く
と
も
６
人
が

負
傷
し
た
。
男
は
警
察
と
の
銃
撃
戦
の

末
、
投
降
し
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
同
日
、
イ
リ
ノ
イ

州
の
集
会
で、
「
こ
の
邪
悪
な
反
ユ
ダ

ヤ
の
攻
撃
は
私
た
ち
の
全
て、
人
類
へ

の
攻
撃
だ
」
と
非
難
し
た
。

　

謹もｆ罰醗酵梓熟す〆三寸参扇ぎ〕

　　　

　　 　 　

　

　　　

　

　 　　　　　 　
　

　　　　　

　　　　　　　 　　 　　
２ヮ日、米東部ペンシルベーア州ピッツバーグで、事
件のあったシナゴーグ（左上；）に集まる幸艮道陣（ＡＰ）

塾笑

　

新就労資格

　

て合る後

　

た

　　　　　　　　　　　　　

▼

　　　　　　　

－ ノや

　　

〇

圭藍
　
　　　　

　

　

　　
　

　
　　　
　

　
　　　

　　

』
醒鰯

男
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
近
郊
に

住
む
口
パ
ー
ト
・
バ
ウ
ア
ー
ズ

容
疑
者
（
４６
）
で
、
連
邦
地
検
は

２７
日
夜
、
憎
悪
犯
罪
（
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
）
を
禁
じ
た
連
邦
法

違
反
な
ど
の
容
疑
で
刑
事
訴
追

し
た
。
発
表
な
ど
に
よ
る
と
、
バ
ウ

ア
ー
ズ
容
疑
者
は
自
動
小
銃
の

ほ
か
、
３
丁
の
小
銃
を
所
持
し
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
安
息
日
の
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に

乱
入
し
、
無
差
別
に
発
砲
し
た
。

単
独
犯
と
み
ら
れ
る
。
現
場
に

は
信
者
ら
１
０
０
人
近
く
が
い

た
。バ
ウ
ア
ー
ズ
容
疑
者
は
銃
撃

後
に
シ
ナ
ゴ
ー
グ
か
ら
立
ち
去

る
際
、
駆
け
つ
け
た
警
官
と
鉢

合
わ
せ
に
な
り
、
建
物
内
に
立

て
こ
も
っ
て
銃
撃
戦
と
な
っ

た
。
警
官
２
人
と
特
殊
部
隊
の

２
人
が
負
傷
し
た
。

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
米
メ

デ
ィ
ア
は
、
バ
ウ
ア
ー
ズ
容
疑

者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
上
に
様
々
な
ユ
ダ
ヤ
差
別

の
主
張
を
書
き
込
ん
で
い
た
と

報
じ
た
。
警
官
に
拘
束
さ
れ
る

際
も
「
す
べ
て
の
ユ
ダ
ヤ
人
は

殺
さ
れ
る
べ
き
だ
」
な
ど
と
叫

ん
で
い
た
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
近
く
、
ピ
ッ

２

本
間
一
夫
文
化
賞
を
受
賞
す
る

顔
　‘版　

ほ
し
か
わ

　

や
す
ゆ
き

生
川

安
之
さ
ん
６１

星
川

′

　

〆′

　

ｒ

　

′′′′

　

′ノノ

　

－－

　　

，Ｌ、．．，．．

逮詣でゴー耕二Ｆｉｒ樽

　

　　　　

　

　

　

　　

　

　

１

　　

．

　　　

－－

　　

　
　

　

　

　　　　
　
　
　
　
　

リ
モ
コ
ン
の
電
源
ボ
タ
ン
の

突
起
、
測
定
終
了
を
知
ら
せ
る

電
子
体
温
計
の
振
動
ー
ー
。
健

常
者
は
意
識
し
な
い
こ
う
し
た

機
能
も
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
に
は
欠
か
せ
な
い
。
「
『
不

便
さ
解
消
』
と
い
う
小
さ
な
目

標
を
積
み
重
ね
た
結
果
で
す
」

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
使
い
や
す
い
「
共
用
品
」

の
開
発
と
普
及
に
４０
年
近
く
携

わ
っ
た
。
視
覚
障
害
者
の
文
化

向
上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
日

本
点
字
図
書
館
の
創
設
者
を
記

念
す
る
賞
を
来
月
受
賞
す
る
。

学
生
時
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
訪
問
し
た
障
害
児
の
通
所
施

設
の
光
景
に
衝
撃
を
受
け
た
。

子
供
た
ち
は
布
や
積
み
木
を
握

っ
た
り
、
な
め
た
り
す
る
だ
け
。

職
員
か
ら
「
遊
べ
る
玩
具
が
な

い
」
と
説
明
さ
れ
た
。

１
９
８
０
年
に
玩
具
メ
ー
カ

ー
に
就
職
し
、
音
が
鳴
る
ボ
ー

ル
や
点
字
付
き
ゲ
ー
ム
、
障
害

児
用
商
品
に
付
け
る
統
一
マ
ー

ク
の
開
発
を
手
が
け
た
。
９９
年

に
共
用
品
推
進
機
構
を
設
立

　

東京都出身。公益財団法人「共用品推
進機構」専務理事、日本規格協会評議員。

ツ
バ
ー
グ
を
訪
問
す
る
予
定

だ
。
１１
月
６
日
投
開
票
の
中
間

選
挙
を
前
に
、
反
ユ
ダ
ヤ
の
動

き
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
す
狙

い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
大
半

し、
企
業
が
商
品
開
発
す
る
際

の
指
針
策
定
に
奔
走
し
た
。

　

「
自
分
の
仕
事
は
８
合
目
ま

で
来
た
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
数

年
前、
皮
膚
に
難
病
を
抱
え
る

娘
を
持
つ
母
親
か
ら
「
私
た
ち

の
使
い
や
す
い
商
品
が
な
い
」

と
指
摘
さ
れ
、
我
に
返
っ
た
。

　

「
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。『
共
用
品
』
と

い
う
言
葉
自
体
を
な
く
さ
な
け

れ
ば
」。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
た
め
に
走
り
続
け
る
。

　

（
社
会
部

　

益
子
晴
奈
）

を
占
め
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
は
２７
日
に
声
明
を

出
し
、
銃
乱
射
を
「
恐
ろ
し
い

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
残
虐
行
為

だ
」
と
述
べ
、
犯
行
を
非
難
し

た
。

～
３
日
調
査
団

「
慎
重
に
検
討

％
（
同
４６
％
）

　

市 長 選聾

　　　　

』票率７２．３４％。

　　　　　　　　　　

２８日

　

１

　

当

　

６，７２０ 足 立

　

正三貝Ｕ

　

無 前

　　　　　　　　　　　　　　　

６，３０４

　

１Ｚ欠

　

岸生

　

無新

　

◇草｛カロ （±寄王ミ）

　

新 人 の

　

≧

　　

◇戸印見 （山支卓１）

　

壬現職 ・
前汗糟議・字婁井昌志氏…（５８）１

　

冨田成、輝日…（６５）（無モ） 力ゞ、

巨
大
聞
き

政
府
の
有
識

ラ
ッ
ト
フ
オ
ー

れ
る
巨
大
ｒ
Ｔ

化
策
を
巡
り
、

外
国
人
採
用
企
業
に
条
件

政
府
方
針
管
理
不
備
な
ら
認
め
ず

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ

拡
大
を
巡
り、
政
府
は
受
け
入

れ
企
業
に
対
し
て
一
定
の
参
入

条
件
を
設
け
る
方
針
を
固
め

ド
コ
モ
値
下
げ
へ

端
末
と
通
信
代
分
離
プ
ラ
ン
拡
大
料度から

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
が
、
携
帯
電

話
の
料
金
プ
ラ
ン
を
抜
本
的
に

見
直
し、
来
年
度
か
ら
値
下
げ

す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
る
こ

と
が
２８
日
、
分
か
っ
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
オ
ン
の
端
末
代
と
通
信

料
金
を
分
け
る「
分
離
プ
ラ
ン
」

の
拡
大
が
柱
と
な
る。
政
府
か

ら
料
金
の
高
止
ま
り
に
対
す
る

批
判
が
出
る
中
、
ド
コ
モ
と
し

て
の
対
応
策
を
打
ち
出
す
。

関
係
者
に
よ
る
と
具
体
的
な

値
下
げ
幅
は、
収
益
減
と
の
バ

２０Ｔ８年（平成３０年）１０月２９日（月曜日）

ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
慎
重
に
詰

め
て
い
る
。
菅
官
房
長
官
は
、

携
帯
電
話
の
通
信
料
金
に
つ
い

て
「
４
割
程
度
下
げ
る
余
地
が

あ
る
」
と
発
言
し
て
い
る
。
平

均
で
こ
の
水
準
の
値
下
げ
を
実

現
す
る
の
は
難
し
い
と
の
考

え
に
傾
い
て
い
る
が
、
利
用
者

が
値
下
げ
の
恩
恵
を
実
感
で
き

る
水
準
を
検
討
し
て
い
る
。

減
収
分
は、
金
融
決
済
事
業
な

ど
の
成
長
分
野
で
補
う
方
針

だ
。

大
手
の
通
信
料
金
が
高
止
ま

り
す
る
の
は
、
端
末
の
代
金
を

携
帯
電
話
会
社
が
実
質
的
に
割

り
引
く
料
金
プ
ラ
ン
に
原
因
が

あ
る
と
さ
れ
る
。
通
信
料
金
の

収
入
か
ら
端
末
の
代
金
を
実
質

的
に
補
助
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
た
め
だ
。

ド
コ
モ
は
「
分
離
プ
ラ
ン
」

の
拡
大
で、
通
信
料
金
自
体
を

低
く
抑
え
る
。
た
だ
、
端
末
の

購
入
代
金
は
高
く
な
る
可
能
性

が
あ
る
。

た
。
過
去
に
受
け
入
れ
た
技
能

実
習
生
が
行
方
不
明
に
な
っ
た

企
業
な
ど
の
参
入
は
認
め
な

い
。
管
理
を
厳
格
化
し
、
治
安

面
で
の
懸
念
を
織
機
す
る
狙

い
が
あ
る
。

　

新
た
な
在
留
資
格
の
運
用
方

針
を
ま
と
め
る
法
務
省
令
に
盛

り
込
む
。
骨
子
案
に
よ
る
と
、

受
け
入
れ
企
業
に
対
し、
①
過

去
に
技
能
実
習
生
な
ど
の
行
方

不
明
者
を
出
し
て
い
な
い
②
悪

質
な
紹
介
業
者
が
介
在
し
て
い

な
い
③
労
働
・
社
会
保
険
関
係

法
令
を
順
守
し
て
い
る
ー
ー
こ

と
を
確
認
す
る
。
技
能
実
習
制

度
を
巡
っ
て
は
、
２
０
１
７
年

だ
け
で
約
７
０
０
０
人
が
失
綜

し
、
不
法
滞
在
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
政
府

が
臨
時
国
会
に
提
出
予
定
の
出

入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
（入
管

難
民
法
）
改
正
案
を
審
査
中
の

自
民
党
法
務
部
会
で、
対
応
の

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

政
府
は、
雇
用
関
係
に
つ
い

て
、
原
則
と
し
て
企
業
の
「
直

接
雇
用
」
と
し、
派
遣
労
働
は

例
外
と
す
る
方
針
だ
。
悪
質
な

仲
介
業
者
を
排
除
す
る
た
め

だ。
企
業
に
は
外
国
人
労
働
者

の
生
活
相
談
に
従
事
し
た
経
験

を
持
つ
職
員
の
配
置
に
加
え
、

日
本
語
の
習
得
支
援
や
住
宅
確

保
を
義
務
付
け
る
。

対
中
外
交
「
評
価
」
６１
％
本
社
壕
調
査

読
売
新
聞
社
が
２６
～
２８
日
に

実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で、

安
倍
首
相
の
対
中
外
交
を
「
評

価
す
る
」
は
６１
％
に
上
っ
た
。

「
評
価
し
な
い
」
は
塾
％
。
支

持
政
党
別
で
み
て
も、
「
評
価

す
る
」
は
自
民
支
持
層
で
７７
％
、

無
党
派
層
で
５１
％
、
野
党
支
持

層
で
４９
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も

「
評
価
し
な
い
」
を
上
回
っ
た
。

安
倍
首
相
は
２５
～
２７
日
、
日

本
の
首
相
と
し
て
７
年
ぶ
り
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　

シ
ー
ジ
ン

中
国
を
公
式
訪
問
し
た
。
習
近

ピ
ン平
国
家
主
席
と
の
首
脳
会
談

で
、
日
中
関
係
を
新
た
な
段
階

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝

鮮
の
非
核
化
実
現
へ
連
携
を
強

化
す
る
と
確
認
し
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

日
本
が
北
朝
鮮
と
の
首
脳
会

談
を
「
な
る
べ
く
早
く
行
う
べ

き
だ
」
は
３９
％
（
前
回
１０
月
２

福
島
知
事
に

内
堀
氏
再
選

福
島
県
知
事
選
は
２８
日
、
投

開
票
が
行
わ
れ
、
現
職
の
内

堀
雅
雄
氏
（
５４
）（
無
所
属
）
が
、

共
産
党
県
委
員
長
の
町
田
和
史

氏
（
嬢
）（
無
所
属
＝
共
産
推
薦
）

ら
３
人
を
破
り
、
再
選
を
果
た

し
た
。
投
票
率
は
４５
・
隅
％
（
前

回
４５
・
８５
％
）
だ
っ
た
。

内
堀
氏
の
１
期
目
へ
の
評
価

が
争
点
と
な
り、
東
京
電
力
福

島
第
一
原
発
事
故
当
時
か
ら
副

知
事
と
し
て
復
興
へ
の
実
績
を

重
ね
た
内
堀
氏
が、
与
野
党
相

乗
り
の
構
図
を
整
え
た
。
選
挙

戦
で
は
県
内
の
全
５９
市
町
村
を

く
ま
な
く
回
り
、
支
持
を
広
げ

た
。
１
期
目
の
公
約
と
し
て
掲

げ
た
福
島
第
二
原
発
の
廃
炉
を

東
電
が
６
月
に
表
明
し
た
こ
と

も
、
追
い
風
に
な
っ
た
。

　　

（
四
角
囲
み
は
推
薦
政
党
）

地方債課理事官Ｄ東

　

党
大経Ｄ長野市

　　　　　　

）

鰯鰯図鰯鰯
◎
企
省
東

　　　　　

　
　
　

　　　

５

　　　　　　

４

・
総
官

雅
和　　
　
　
　

堀
田

　

橋
山

　
　
　
　　

９８
０２

　

１

　

５
２５

８
２

　

５

　

９
犯

　　　　

±

　
　
　
　

当

　　　　　　　　　

．

‐

福
島
知
事
選
確
定
得
票

に
選
長
当
市
氏
潟
原
新
中

新
潟
市
長
選
は
２８
日
、
投
開

票
さ
れ、
新
人
で
前
参
院
議
員

の
中
原
八
一
氏
（
５９）
（
無
所
属

＝
自
民
支
持
）
が
、
前
市
議
の

小
柳
聡
氏
（
３１
）
（
無
所
属
＝
共

産
、
自
由
、
社
民
支
持
）
ら
新

人
３
人
を
破
り
、
初
当
選
し
た
。

投
票
率
は
４９
・
総
％
（
前
回
４０

新潟市長選確定得票
弼

　

卯

　

９

　

０
嫌

新
圃
新
圏
新
新

　　

○
交

無

　

無
園
無
無

　　　

土

　

図

　　　　

５

　　　　

９

国

ノ

　

・
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中
原
氏
は
、

共
闘
候
補
と
な

の
激
戦
を
制
し

党
本
部
が
支
持

と
、
同
党
市
議
、

援
す
る
前
市
議

な
っ
た
が
、
中

の
実
績
を
強
調

二
階
派
の
国
会
ョ

も
得
て
票
を
伸

あ
た
た
め

そ
し
て
秋
は、

冷
え
こ
み
、

あ
る
。
と
き
，

を
酌
ん
で
い

で９季 長谷川擢
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白
人
の
４６
歳
男
拘
束
トラ
ンプ氏
罪
難

　

【
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
＝
吉
池
亮
、
ワ
シ

ン
ト
ン
＝
黒
見
周
平
】
米
東
部
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
で
２７
日
午

前
（
日
本
時
間
同
日
夜
）
、
白
人
の
男

が
シ
ナ
ゴ
ー
グ
（
ユ
ダ
ヤ
教
礼
拝
所
）

で
自
動
小
銃
な
ど
を
乱
射
し
た
。
連
邦

捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
な
ど
の
発
表
で
は
、

ｕ
人
が
死
亡
し
、
少
な
く
と
も
６
人
が

負
傷
し
た
。
男
は
警
察
と
の
銃
撃
戦
の

末
、
投
降
し
て
身
柄
を
拘
束
さ
れ
た
。

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
同
日
、
イ
リ
ノ
イ

州
の
集
会
で、
「
こ
の
邪
悪
な
反
ユ
ダ

ヤ
の
攻
撃
は
私
た
ち
の
全
て、
人
類
へ

の
攻
撃
だ
」
と
非
難
し
た
。

へ
関
連
記
事
国
際
面
〉
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望
Ｅ
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男
は
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
近
郊
に

住
む
口
パ
ー
ト
・
バ
ウ
ア
ー
ズ

容
疑
者
（
４６
）
で
、
連
邦
地
検
は

２７
日
夜
、
憎
悪
犯
罪
（
ヘ
イ
ト

ク
ラ
イ
ム
）
を
禁
じ
た
連
邦
法

違
反
な
ど
の
容
疑
で
刑
事
訴
追

し
た
。
発
表
な
ど
に
よ
る
と
、
バ
ウ

ア
ー
ズ
容
疑
者
は
自
動
小
銃
の

ほ
か
、
３
丁
の
小
銃
を
所
持
し
、

ユ
ダ
ヤ
教
の
安
息
日
の
儀
式
が

行
わ
れ
て
い
た
シ
ナ
ゴ
ー
グ
に

乱
入
し
、
無
差
別
に
発
砲
し
た
。

単
独
犯
と
み
ら
れ
る
。
現
場
に

は
信
者
ら
１
０
０
人
近
く
が
い

た
。

た
。
警
官
２
人
と
特
殊
部
隊
の

２
人
が
負
傷
し
た
。

Ｆ
Ｏ
Ｘ
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
米
メ

デ
ィ
ア
は
、
バ
ウ
ア
ー
ズ
容
疑

者
が
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
）
上
に
様
々
な
ユ
ダ
ヤ
差
別

の
主
張
を
書
き
込
ん
で
い
た
と

ツ
バ
ー
ダ
を
訪
問
す
る
予
定

だ
。
１１
月
６
日
投
開
票
の
中
間

選
挙
を
前
に、
反
ユ
ダ
ヤ
の
動

き
に
対
抗
す
る
姿
勢
を
示
す
狙

い
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
大
半

を
占
め
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
首
相
は
２７
日
に
声
明
を

出
し
、
銃
乱
射
を
「
恐
ろ
し
い

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
残
虐
行
為

だ
」
と
述
べ
、
犯
行
を
非
難
し

た
。

本
間
一
夫
文
化
賞
を
受
賞
す
る

顔

ほ
し
か
わ

　

や
す
ゆ
き

星
川

安
之
さ
ん
６１
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撮影・萩本朋子

リ
モ
コ
ン
の
電
源
ボ
タ
ン
の

突
起
、
測
定
終
了
を
知
ら
せ
る

電
子
体
温
計
の
振
動
ー
１
。
健

常
者
は
意
識
し
な
い
こ
う
し
た

機
能
も
、
目
や
耳
の
不
自
由
な

人
に
は
欠
か
せ
な
い
。
「
『
不

便
さ
解
消
』
と
い
う
小
さ
な
目

標
を
積
み
重
ね
た
結
果
で
す
」

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

誰
も
が
使
い
や
す
い
「
共
用
品」

の
開
発
と
普
及
に
４０
年
近
く
携

わ
っ
た
。
視
覚
障
害
者
の
文
化

向
上
に
貢
献
し
た
と
し
て
、
日

本
点
字
図
書
館
の
創
設
者
を
記

念
す
る
賞
を
来
月
受
賞
す
る
。

学
生
時
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
訪
問
し
た
障
害
児
の
通
所
施

設
の
光
景
に
衝
撃
を
受
け
た
。

子
供
た
ち
は
布
や
積
み
木
を
握

っ
た
り
、
な
め
た
り
す
る
だ
け
。

職
員
か
ら
「
遊
べ
る
玩
具
が
な

い
」
と
説
明
さ
れ
た
。

１
９
８
０
年
に
玩
具
メ
ー
カ

ー
に
就
職
し
、
音
が
鳴
る
ポ
ー

ル
や
点
字
付
き
ゲ
ー
ム
、
障
害

児
用
商
品
に
付
け
る
統
一
マ
ー

ク
の
開
発
を
手
が
け
た
。
９９
年

に
共
用
品
推
進
機
構
を
設
立

　

東京都出身ｏ公益財団法人「共用品推
進機構」専務理事、日本規格協会評議員ｏ

し、
企
業
が
商
品
開
発
す
る
際

の
指
針
策
定
に
奔
走
し
た
。

　

「
自
分
の
仕
事
は
８
合
目
ま

で
来
た
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
数

年
前、
皮
膚
に
難
病
を
抱
え
る

娘
を
持
つ
母
親
か
ら
「
私
た
ち

の
使
い
や
す
い
商
品
が
な
い
」

と
指
摘
さ
れ
、
我
に
返
っ
た
。

　

「
気
づ
い
て
い
な
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
る
。『
共
用
品
』
と

い
う
言
葉
自
体
を
な
く
さ
な
け

れ
ば
」。
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

社
会
の
た
め
に
走
り
続
け
る
。

　　

（
社
会
部

　

益
子
晴
奈
）

対
中
外
交
「
評
価
」
６１
％
本
社
世
論
調
査

読
売
新
聞
社
が
２６
～
２８
日
に

実
施
し
た
全
国
世
論
調
査
で、

安
倍
首
相
の
対
中
外
交
を
「
評

価
す
る
」
は
６１
％
に
上
っ
た
。

「
評
価
し
な
い
」
は
２４
％
。
支

持
政
党
別
で
み
て
も、
「
評
価

す
る
」
は
自
民
支
持
層
で
７７
％
、

無
党
派
層
で
５１
％
、
野
党
支
持

層
で
４９
％
と
な
り
、
い
ず
れ
も

「
評
価
し
な
い
」
を
上
回
っ
た
。

に
発
展
さ
せ
る
こ
と
や
、
北
朝

鮮
の
非
核
化
実
現
へ
連
携
を
強

化
す
る
と
確
認
し
た
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
よ
う
だ
。

日
本
が
北
朝
鮮
と
の
首
脳
会

談
を
「
な
る
べ
く
早
く
行
う
べ

き
だ
」
は
３９
％
登
別
回
ｍ
月
２

　

新
圃
新
圏
新

拓
辰

　

無

　

無
圃
無

　　　　　　　

　
　


